
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

11

・
東
日
本
大
震
災
発
生

！�

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
県
庁
に
参
集

！�

厚
生
労
働
省
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
出
動
要
請　

！�

県
災
害
対
策
本
部
内
に
医
療
班（
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
）設
置

・
医
薬
品
、医
療
用
酸
素
の
供
給
調
整
開
始

12
！�

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
調
整（
～
３
月
16
日
）、災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
患
者
移
送
調
整

13
！�

厚
生
労
働
省
に
保
健
師
派
遣
要
請

！�

厚
生
労
働
省
等
に
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
派
遣
要
請

！�
宮
城
県
医
薬
品
卸
組
合
職
員
二
人
が
薬
務
課
に
常
駐

・
県
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
医
薬
品
供
給
調
整（
～
３
月
16
日
）

14
！�

厚
生
労
働
省
等
に
医
療
救
護
班
派
遣
要
請

・
保
健
師
チ
ー
ム
の
活
動
開
始（
～
10
月
31
日
）

・一
般
社
団
法
人
宮
城
県
薬
剤
師
会
か
ら
救
護
所
等
へ
の
薬
剤
師
の
派
遣（
～
７
月
31
日
）

15
！�

県
災
害
医
療
対
策
本
部
会
議
設
置（
～
３
月
30
日
）

16
！�

県
内
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
終
了

・
東
北
自
治
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
を
医
薬
品
等
の
１
次
集
積
所
と
す
る

17

・
医
療
救
護
班
の
派
遣
開
始（
～
10
月
５
日
）

・
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
派
遣
・
受
入
開
始（
～
10
月
31
日
）

・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
３
人
を
本
庁
に
配
置

18
！�

心
の
ケ
ア
対
策
会
議
の
開
催（
～
７
月
）

19

・
人
工
透
析
患
者
の
県
外
搬
送（
～
３
月
23
日
）

20
！�一
般
社
団
法
人
宮
城
県
歯
科
医
師
会
に
対
し
、歯
科
医
療
救
護
班
の
派
遣
要
請

21

・
歯
科
医
療
救
護
班
の
派
遣
開
始（
～
６
月
30
日
）

23

・
心
の
健
康
相
談
電
話（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）開
設（
～
平
成
24
年
３
月
30
日
）

28

・
厚
生
労
働
省
に
対
し
、歯
科
医
師
等
の
派
遣
及
び
物
的
支
援
に
つ
い
て
要
請

31

・
管
理
栄
養
士
等
の
市
町
村
派
遣
開
始（
～
９
月
）

4

22

・
医
薬
品
要
請
へ
の
対
応
を
医
薬
品
卸
組
合
及
び
医
療
機
器
販
売
業
協
会
へ
と
切
り
替
え
る

5

14

・
医
療
救
護
班
が
南
三
陸
町
か
ら
撤
収

8

11

・
精
神
障
害
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業（
震
災
対
応
型
）の
開
始

10

5

・
医
療
救
護
班
が
県
内
か
ら
撤
収

12

１

・
み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
セ
ン
タ
ー
を
仙
台
市
内
に
設
置

100
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0

（単位：％）

石巻医療圏

気仙沼医療圏

4月
平成23年

3月2月1月
平成24年

12月11月10月9月8月7月6月5月

気仙沼市
南三陸町

石巻市
東松島市
女川町

仙台市

病院 診療所 歯科診療所 全医療機関計

保健所管内
震
災
前

廃
止
届

休
止
届

休
廃
止
計

震
災
前

廃
止
届

休
止
届

休
廃
止
計

震
災
前

廃
止
届

休
止
届

休
廃
止
計

震
災
前

廃
止
届

休
止
届

休
廃
止
計

気仙沼保健所 7 0 0 0 44 9 0 9 31 8 1 9 82 17 1 18

石巻保健所 13 2 0 2 129 14 0 14 85 7 0 7 227 23 0 23

塩釜保健所 21 0 0 0 260 7 0 7 160 4 0 4 441 11 0 11

仙台市保健所（5区） 60 0 0 0 866 8 0 8 575 6 0 6 1,501 14 0 14

その他保健所 46 0 0 0 317 0 0 0 211 0 0 0 574 0 0 0

県全体 147 2 0 2 1,616 38 0 38 1,062 25 1 26 2,825 65 1 66

派遣

派遣要請

要請

宮城県（災害医療本部、関係機関連絡会議）

支援側

被災地における関係機関の連携

県災害医療コーディネーター（現地） 県保健福祉事務所

被災市町村 被災地都市医師会 被災地の災害拠点病院 その他医療機関

厚生労働省 文部科学省 他都道府県 宮城県医師会

日本医師会 日本赤十字社 その他関係機関 東北大学
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東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
に
よ
り
、

沿
岸
部
の
医
療
機
関
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
病
院
及
び
有
床
診
療
所
１
１
５
施
設

が
被
災
し
、
そ
の
被
害
額
は
３
３
０
億
円
を

上
回
っ
た
。

発
災
直
後
、
震
災
前
か
ら
委
嘱
し
て
い
る

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
自
発
的
に

出
務
し
、
県
災
害
対
策
本
部
に
医
務
班（
県
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
）を
立
ち
上
げ
、
体
制
を
整

備
し
た
。
そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
を
通
じ
た

派
遣
要
請
に
基
づ
き
全
国
各
地
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）が
参
集
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

部
の
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
の
活
動
展

開
の
判
断
等
は
困
難
を
極
め
た
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
終
了
後
の
３
月
17
日
か

ら
は
、
被
災
地
に
お
け
る
医
療
機
能
の
確
保

や
保
健
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
国
に
要
請

し
、
全
国
か
ら
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
等

に
よ
る
医
療
救
護
班
の
派
遣
を
受
け
た
。
医

療
整
備
課
で
は
、
歯
科
医
療
救
護
、
心
の
ケ

ア
チ
ー
ム
も
含
め
長
期
に
わ
た
る
派
遣
調
整

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
中
、
現
地
の
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
受
入
調
整
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域

医
療
が
再
開
し
始
め
る
に
つ
れ
、
医
療
救
護

班
の
撤
収
時
期
の
見
極
め
等
、
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
様
々
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
そ

の
対
応
を
行
っ
た
。

県
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
改
訂
、
地
域
医
療
計
画
の
改
定
、
災
害

時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

等
を
行
っ
た
。

津波の被害に遭った女川町立病院（出典：女川町）石巻市立病院開成仮設診療所 石巻赤十字病院・救護班ミーティング（出典：日本赤十字社）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

全医療機関（病院、医科・歯科診療所）再開割合の推移

被災地における医療提供体制 

東日本大震災による医療機関の休止・廃止数（平成29年3月1日時点）

※�廃止届：�震災以降、被災により廃止届を提出した医療機関（①既に廃業したもの、�
②病院が診療所化したもの、③元の開設場所のある同一市町以外に移転したもの）

※休止届：震災以降、被災により休止届を提出し、現在も診療を再開していない医療機関
出典：宮城県保健福祉部

出典：東日本大震災ー宮城県の発災後1年間の災害対応の記録とその検証ー（宮城県）

出典：東日本大震災ー宮城県の発災後1年間の災害対応の記録とその検証ー（宮城県）

これまでの医療支援受入れの状況
DMAT：3月11～16日　被災地からの患者域外搬送、被災地の病院支援等に従事
医療救護班：�3月17日～10月5日　県内15市町に派遣し、救護所での診療や巡回

診療等に従事

医
療
救
護
対
策

03

Ⅰ
初
動
対
応

１ 

初
動
対
応



4 3

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、 

要
請
待
た
ず
参
集

発
災
直
後
～
平
成
23
年
３
月
16
日

県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部（
医
療
班
）の
立
ち
上
げ

県
で
は
、
平
成
21
年
３
月
に
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
制
度
を
設
け
、
災
害
医
療
及
び
県
内
医
療
に
精

通
し
た
医
師
を
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

委
嘱
し
、
出
務
を
要
請
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
た
。

発
災
後
、
各
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
県
か
ら

の
出
務
要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
自
発
的
に
県
庁
等
に
参

集
し
た
。

発
災
か
ら
約
２
時
間
後
に
は
、３
人
の
災
害
医
療
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
医
療
政
策
専
門
監（
医
師
）

及
び
医
療
整
備
課
職
員
２
～
３
人
が
事
務
補
助
と
し
て

加
わ
り
、
県
災
害
対
策
本
部
内
に
医
療
班（
県
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
調
整
本
部
）を
立
ち
上
げ
、
同
本
部
内
の
調
整
を
担
う

と
と
も
に
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
や
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
等

に
よ
る
各
医
療
機
関
と
の
通
信
を
記
録
す
る
体
制
を
組

ん
だ
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）の
派
遣
依
頼
を
行
い
、
発
災
か
ら
約
１
時

間
後
、
厚
生
労
働
省
よ
り
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
へ
の
出
動

要
請
が
出
さ
れ
た
。本
格
的
な
参
集
は
発
災
の
翌
朝
以
降

と
な
り
、
12
日
時
点
で
全
国
各
地
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
１
２
０

チ
ー
ム
が
参
集
し
、
撤
収
と
な
っ
た
16
日
ま
で
に
、
そ
の

数
は
１
４
６
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
て

医
療
整
備
課
で
は
、
厚
生
労
働
省
等
に
医
療
救
護
班

の
派
遣
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
く
医
療
救
護
班
の
派
遣
を
３
月
14
日
付
け
で
全
国

都
道
府
県
等
関
係
機
関
に
要
請
し
て
い
た
。
全
国
の
都

道
府
県
等
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
た
医
療
救
護
班
や
日
本

医
師
会
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
た
日
本
医
師
会
災
害
医
療

チ
ー
ム
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
た
日
本

赤
十
字
社
救
護
班
等
に
よ
り
、
避
難
所
に
お
け
る
医
療

救
護
活
動
や
被
災
地
内
の
病
院
支
援
等
が
実
施
さ
れ
た
。

県
で
は
、
県
外
か
ら
の
医
療
救
護
班
の
受
入
実
績
が
な

い
中
で
、
都
道
府
県
等
の
派
遣
元
か
ら
の
現
地
の
状
況
、

活
動
地
域
、
携
帯
備
品
、
宿
泊
場
所
の
確
保
の
可
否
等

の
問
合
せ
が
相
次
ぎ
、
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
た
な
い
だ
け

で
な
く
現
場
か
ら
の
情
報
が
乏
し
い
中
で
対
応
に
追
わ

れ
た
。
さ
ら
に
市
町
村
の
情
報
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と

も
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
医
療
救
護
班
や
保
健
師
の
活

動
に
重
複
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

県
内
に
お
け
る
医
療
救
護
班
の
活
動
は
、
３
月
17
日

に
徳
島
県
の
医
療
救
護
班
の
活
動
か
ら
開
始
さ
れ
、
３

月
末
か
ら
４
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約
１
２
０
チ
ー
ム
が

活
動
し
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
派
遣
元
か
ら
の
問
合
せ
に
対
し
、
現
場
の
情
報
が

手
元
に
な
い
の
で
ど
の
く
ら
い
の
応
援
が
欲
し
い
の

か
答
え
ら
れ
な
い
。
と
に
か
く
被
害
の
大
き
そ
う
な

所
か
ら
入
れ
て
い
き
ま
し
た
」

「
民
間
の
大
き
な
病
院
は
独
自
の
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
し
て
い
て
、
そ
の
チ
ー
ム
と
重
複
し
た
り
、
土
地

勘
が
な
い
の
で
お
願
い
し
た
場
所
と
違
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」

「（
民
間
・
国
の
病
院
チ
ー
ム
が
）移
動
し
て
い
く
状

況
を
追
い
き
れ
ず
、
な
か
な
か
そ
の
全
部
を
押
さ
え

き
れ
な
い
。
最
大
で
１
２
０
チ
ー
ム
ほ
ど
入
っ
て
い

た
が
、
状
況
は
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

い
た
医
師
が
自
発
的
に
県
庁
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
相
談
で
き
る
人
が
す
ぐ
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

安
心
感
が
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
活
躍
し
て
い
る
経
験

が
あ
る
方
な
の
で
、『
今
こ
ん
な
準
備
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
』
な
ど
の
具
体
的
な
助
言
や
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
二
日
目
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た

と
き
、『
と
り
あ
え
ず
お
任
せ
く
だ
さ
い
』
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
の
が
心
強
か
っ
た
で
す
」

毎
日
の
会
議
は
有
効

現
地
の
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍

平
成
23
年
３
月
15
日
～

県
災
害
医
療
対
策
本
部
会
議
の
開
催

３
月
15
日
に
医
療
救
護
活
動
の
連
携
体
制
強
化
の
た

め
、
庁
内
関
係
部
及
び
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
、（
公

社
）宮
城
県
医
師
会
、
自
衛
隊
、
仙
台
市
等
の
関
係
者
に

よ
る
県
災
害
医
療
対
策
本
部
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
東
北
大
学
医
学
部
教
授
及
び（
公
財
）日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
医
師
の
二
人
に
災
害
保
健
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
委
嘱
し
、
医
療
及
び
保
健
施
策
の
強
化
を
図
っ
た
。
こ

の
会
議
は
３
月
中
ほ
ぼ
毎
日
開
催
し
、
災
害
医
療
の
実

務
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
具
体
的
な
課
題
解
決
を
図

る
た
め
の
連
携
の
場
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
対
策
会
議
は
、
各
地
域
で
の
活
動
状
況
と
今
後
の

地
域
医
療
再
開
の
た
め
に

医
療
救
護
班
を
い
つ
撤
収
す
る
か

平
成
23
年
５
月
14
日
～
10
月
5
日

医
療
救
護
班
の
撤
収
時
期 

（
地
域
医
療
へ
の
引
継
ぎ
）

医
療
救
護
班
の
撤
収（
地
域
医
療
へ
の
引
継
ぎ
）の
時

期
と
方
法
が
課
題
と
な
る
中
、
県
で
は
、
住
民
の
不
安

軽
減
と
地
域
医
療
へ
の
円
滑
な
引
継
ぎ
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
医
療
救
護
活
動
の
終
了
時
期
は
地
元
の
意

向
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か

し
、
市
町
村
・
地
域
の
医
療
関
係
者
・
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
で
撤
収
時
期
の
認
識
に
相
違
が
あ
る

な
ど
、
そ
の
時
期
の
見
極
め
に
つ
い
て
は
難
し
い
判
断
を

迫
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
被
災
地
域
の
医
療
機
関
の
復
旧
・
再
開
に
合

わ
せ
て
活
動
規
模
を
縮
小
し
、
10
月
５
日
ま
で
に
県
内

に
お
け
る
活
動
を
終
了
し
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
南
三
陸
町
は
、
被
害
の
状
況
か
ら
し
て
医
療
救
護

班
が
い
な
く
な
っ
て
は
一
番
大
変
な
は
ず
な
の
に
、

早
く
や
め
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん

か
ら
医
師
不
足
の
地
域
な
の
で
す
が
、
震
災
に
よ
り

多
く
の
医
師
が
集
ま
り
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
る
こ
の
状
況
が
、
今
後
ず
っ
と
続
く
わ
け
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
早
い
う
ち
に
自
力
で
立
ち
上
が
る
た

め
の
準
備
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が

地
元
の
声
で
し
た
」

「
兵
庫
県
の
広
域
連
合
に
加
え
、
北
海
道
、
新
潟
県
、

石
川
県
の
方
々
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
期
間
快
く
派
遣

し
て
く
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
地
震

の
経
験
が
お
あ
り
で
、
派
遣
調
整
の
大
変
さ
を
良
く

お
分
か
り
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

見
込
み
、
そ
れ
を
受
け
て
県
で
対
応
す
べ
き
点
の
検

討
な
ど
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
、
日
赤
、
県
医
師
会
の
メ
ン
バ
ー
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
医
療
救
護
班
の
派
遣
に
つ
い
て
も
、

状
況
に
応
じ
て
そ
の
場
で
調
整
で
き
ま
し
た
」

「
通
常
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
48
時
間
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
引
揚
げ
が
13
日
あ
た
り
と
想
定
し
、
全
国
に

医
療
救
護
班
の
派
遣
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
か
ら
医
療
救
護
班
に
切
れ
目
な
く
つ
な
ぐ
よ
う

に
調
整
を
進
め
て
い
る
と
き
に
、
災
害
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
『
避
難
所
設
置
が
長
期
に
わ
た

る
と
医
療
と
公
衆
衛
生
が
密
接
不
可
分
と
な
る
た
め
、

感
染
症
対
策
も
含
め
て
、
担
当
課
同
士
で
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
』
と
の
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
、
医
療
整
備
課
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
推
進
課

や
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
、
医
療
物
資
供
給
で
薬
務

課
も
含
め
た
連
携
や
情
報
共
有
が
で
き
る
体
制
を
作

り
ま
し
た
」

専
門
家
に
よ
る
情
報
の
見
極
め

発
災
直
後
～

地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携

発
災
当
初
、
避
難
所
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
被
災
地
の
県
保
健
福
祉
事

務
所
が
避
難
所
に
お
け
る
医
師
等
の
派
遣
の
ニ
ー
ズ
把

握
と
要
請
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
余
裕
が

な
か
っ
た
た
め
、
地
域
の
医
師
会
が
中
心
と
な
り
医
療
救

護
班
を
編
成
し
て
避
難
所
に
救
護
所
を
設
置
し
、
被
災

者
支
援
を
行
っ
て
い
た
地
域
や
、
外
部
か
ら
の
支
援
が
入

っ
て
よ
う
や
く
救
護
所
が
設
置
さ
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
。

災
害
の
規
模
と
し
て
前
例
が
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
医

療
救
護
班
の
派
遣
と
受
入
体
制
に
つ
い
て
十
分
な
準
備

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
域
内
で
の
医
療
救
護
班

の
配
置
に
は
、
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
貢
献
が
大
き
か
っ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
医
師
が
、

自
分
の
活
動
エ
リ
ア
の
医
療
救
護
班
を
統
括
し
な
が

ら
、
情
報
を
収
集
し
て
県
に
伝
え
る
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
1
回
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
け
ら
れ
、
整
理
さ
れ
た

情
報
が
県
に
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
系
の
医
師
が
多
く
い
ま
し
た
。
応
援
チ
ー
ム
の

中
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
お
持
ち
の

先
生
な
ど
も
い
て
、
県
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
委
嘱
し
た
こ
と
で
、
現
場
で
の
依
頼
事
項
な
ど
の

情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
探
り
で
市
町
村
と
調
整
す
る
よ
り
も
、
専
門

の
先
生
に
見
極
め
て
も
ら
い
助
か
り
ま
し
た
し
、
現

場
も
や
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら

医
療
救
護
班
に
移
行

平
成
23
年
３
月
17
日
～
10
月
5
日

医
療
救
護
班
の
派
遣
調
整

発
災
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
、
被

害
が
甚
大
で
あ
り
、
活
動
内
容
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
48
時
間
の
活
動
期
限
内
に
効
果
的
な
活
動
に
至
ら

な
い
事
例
も
あ
っ
た
。
一
方
、
被
災
し
た
病
院
か
ら
の
患

者
搬
送
等
の
必
要
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
48
時
間
を
超
え

て
そ
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
た
。

県
内
で
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
３
月
16
日
に
終
了
し
、

翌
日
以
降
は
避
難
所
や
医
療
救
護
所
の
医
療
救
護
班（
医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
等
で
構
成
さ
れ
、
県

内
外
の
医
療
機
関
等
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
療
チ
ー
ム
）の

活
動
に
移
行
し
た
。

医
療
救
護
対
策
（
本
庁
及
び
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
初
動
対
応
）

県内で活動したDMAT、医療救護班数
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3月12日 16日 17日 20日 4月1日 10日 20日 5月1日 10日 20日 6月1日 10日 20日 7月1日 10日 20日 8月1日 10日 20日 9月1日 10日

3月11～16日はDMATが活動　最大146チームが活動　　　　　3月17日～医療救護班が活動

医療救護班DMAT

3月下旬から4月下旬にかけ
て、県が把握していないボラ
ンティアチームも多数活動

9月～
本吉地区、雄勝地区への
派遣3チームのみ
※最終的には10月5日ま
　で活動

6月30日
本吉地区を除く
気仙沼市の活動
終了

5月14日
南三陸町の
活動終了

6月1日
気仙沼市、石巻市
の活動チームが
半減

出典：東日本大震災ー宮城県の発災後1年間の災害対応の記録とその検証ー（宮城県）

１ 

初
動
対
応
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歯
科
医
療
救
護
対
策

自
発
的
に
始
ま
っ
た
歯
科
医
療
対
応

平
成
23
年
３
月
20
日
～
6
月
30
日

歯
科
医
療
救
護
班
の
派
遣
要
請

３
月
20
日
に
宮
城
県
歯
科
医
師
会
（
以
下
「
宮
歯
」
と

い
う
）
か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
、「
災
害
時
の
歯
科
医
療

救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、
歯
科
医
療
対

応
実
施
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
翌
21
日
か
ら
歯
科
医
療

救
護
班
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
歯
科
医
療
を
所
管
す
る

健
康
推
進
課
で
は
被
災
地
の
状
況
が
把
握
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
現
場
で
の
活
動
は
宮
歯
の
判
断
を
優
先
さ
せ
る

こ
と
と
し
、
毎
週
金
曜
日
に
翌
週
の
活
動
日
、
活
動
地
域
、

派
遣
人
数
を
宮
歯
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。

次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
想
定
し
、

３
月
25
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
「
被
災
地
へ
の
歯
科
医
師

等
の
歯
科
医
療
従
事
者
の
派
遣
に
つ
い
て
」
及
び
「
被
災

心
の
ケ
ア
対
策

長
期
に
わ
た
る
活
動

発
災
直
後
～

心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
調
整

県
内
の
精
神
科
医
療
機
関
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
県
内
だ
け
で
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
心
の
ケ

ア
チ
ー
ム（
医
療
救
護
班
）を
編
成
す
る
こ
と
は
困
難
と

判
断
し
、
３
月
13
日
に
厚
生
労
働
省
及
び
同
省
か
ら
紹

介
の
あ
っ
た
他
都
道
府
県
等
に
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派

遣
調
整
を
依
頼
し
た
。
３
月
17
日
か
ら
順
次
ケ
ア
チ
ー
ム

が
集
ま
り
始
め
た
た
め
、
障
害
福
祉
課
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
に
、
避
難
所
等
へ
派
遣
し
た
。

県
内
の
精
神
保
健
医
療
関
係
者
に
よ
る
「
心
の
ケ
ア
対

策
会
議
」
を
３
月
18
日
か
ら
７
月
ま
で
開
催
し
、
心
の
ケ

地
へ
の
救
護
物
資
の
提
供
に
つ
い
て
」
の
事
務
連
絡
が
発

出
さ
れ
た
た
め
、
県
は
３
月
28
日
に
厚
生
労
働
省
に
支
援

を
要
請
し
た
。

 

健
康
推
進
課
職
員

「
発
災
直
後
は
、
命
に
関
わ
る
方
へ
の
対
応
が
最
優

先
と
な
り
、
そ
こ
に
割
か
れ
る
人
員
が
多
か
っ
た
た

め
、
健
康
推
進
課
の
歯
科
担
当
の
保
健
師
も
救
急
の

医
療
救
護
に
回
さ
れ
、
実
態
把
握
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
で
し
た
」

「
宮
歯
か
ら
の
電
話
で
『
歯
科
医
と
歯
科
衛
生
士
が

被
災
地
に
も
う
入
っ
て
い
ま
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
書
で
は
、
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
宮
歯
が
被

災
地
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と

き
は
要
請
よ
り
先
に
自
発
的
に
現
地
で
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
す
」

ア
チ
ー
ム
の
派
遣
状
況
や
県
内
の
精
神
保
健
医
療
の
現

状
、
課
題
、
今
後
の
方
向
性
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
気
仙

沼
市
や
南
三
陸
町
、
東
松
島
市
は
避
難
所
閉
鎖
後
も
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
平
成

24
年
３
月
ま
で
派
遣
を
継
続
し
、
各
市
町
村
、
み
や
ぎ
心

の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
精
神
障
害
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

（
震
災
対
応
型
）
等
の
支
援
に
引
き
継
い
だ
。

 

障
害
福
祉
課
職
員

「
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
厚
生
労
働
省
に
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。
各
都
道
府

県
で
は
派
遣
決
定
後
に
メ
ン
バ
ー
選
定
や
携
行
品
の

準
備
、
宿
泊
先
の
調
整
な
ど
を
行
う
た
め
、
派
遣
ま

で
に
日
数
を
要
す
る
状
況
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
期

に
連
絡
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
県
内
の
精
神
科
の
医
師
が
次
々
と
県
庁
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
連
絡
が
つ
か
な
い
精
神
科

病
院
の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害

対
応
に
慣
れ
た
医
師
か
ら
、
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
注

意
点
や
、
先
を
見
据
え
た
長
期
的
な
政
策
や
対
応
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
け
た
の
は
助

か
り
ま
し
た
」

「
派
遣
期
間
と
し
て
三
日
か
ら
七
日
く
ら
い
が
ワ
ン

ク
ー
ル
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、『
一
泊
二
日
な
ら
』

応
援
に
き
た
い
と
い
う
団
体
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
派
遣
チ
ー
ム
同
士
で
の
引
継
ぎ
への
影
響
が

出
る
ほ
か
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
お
断

り
し
ま
し
た
。
市
町
村
は
、
長
く
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
チ
ー
ム
を
要
望
し
て
い
た
の
で
、
事
前
に
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
調
整
が
必
要
な
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
」

歯
科
医
療
は
生
死
に
関
わ
る

命
を
つ
な
ぐ
の
は
情
報平

成
23
年
３
月
11
日
～

医
療
救
護
活
動
に
お
け
る 

歯
科
医
療
救
護
活
動
の
位
置
付
け

宮
城
県
地
域
防
災
計
画
で
は「
医
療
救
護
活
動
」の
項

目
に
歯
科
医
療
救
護
活
動
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
県
災
害
医
療
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー
に

歯
科
医
療
救
護
班
の
活
動
を
調
整
す
る
宮
歯
が
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
歯
科
医
療
救
護
班
の
活
動
が

他
の
医
療
救
護
班
と
別
個
に
行
わ
れ
た
た
め
、
避
難
所
の

状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
独
自
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
活
動
が
効
率
的
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
か
ら
募
っ
た
歯
科
医
療
救
護

班
の
活
動
の
終
期
は
、
宮
歯
及
び
市
町
村
と
調
整
し
６
月

30
日
と
し
、
こ
の
間
、
延
べ
１
３
０
０
人
程
度
の
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
等
が
口
腔
内
衛
生
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、

義
歯
調
整
、
歯
の
保
存
修
復
等
の
応
急
処
置
を
実
施
し

た
。
歯
科
医
療
救
護
班
の
活
動
終
了
後
も
、
市
町
村
か
ら

の
要
請
に
基
づ
き
、
宮
歯
及
び
厚
生
労
働
省
か
ら
の
派
遣

歯
科
医
師
等
に
よ
る
歯
科
医
療
活
動
を
9
月
1
日
ま
で

継
続
し
た
。

 

健
康
推
進
課
職
員

「
宮
歯
で
は
『
自
分
た
ち
も
医
療
救
護
班
と
一
緒
に

現
地
の
様
子
を
確
認
し
た
い
』
と
い
う
意
向
が
あ
り
、

医
療
関
係
の
担
当
課
に
話
を
し
ま
し
た
が
、
非
常
時

に
既
存
の
枠
組
み
を
急
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と

の
話
で
し
た
。
歯
科
医
師
ら
の
思
い
と
当
時
の
仕
組

み
と
の
間
で
板
挟
み
に
な
り
ま
し
た
」

「
歯
科
医
療
が
生
死
に
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
入
れ
歯
が
流
さ
れ
た
高
齢
者
は
、

避
難
所
で
物
が
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
結
果
、
衰
弱
し

ま
す
。
水
が
な
い
か
ら
何
日
も
歯
を
磨
け
な
い
。
虫

歯
に
な
れ
ば
誤
嚥え
ん

性
肺
炎
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
最
初

に
歯
科
医
療
の
手
立
て
を
し
て

あ
げ
れ
ば
、
救
命
率
が
上
が
る

と
い
う
こ
と
も
意
識
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
ま
す
」

「
命
を
つ
な
ぐ
の
は
情
報
で
す
。

た
と
え
現
場
で
一
緒
に
活
動
で

き
な
く
て
も
、
歯
科
医
療
救
護

に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
災
害
医

療
対
策
本
部
会
議
な
ど
の
輪
に

入
り
、
お
互
い
に
現
場
の
情
報

を
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
と
て

も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

被
害
の
全
貌
が
分
か
ら
な
い

保
健
師・看
護
師
要
請

発
災
直
後
～
平
成
23
年
10
月
31
日

保
健
師
・
看
護
師
の
派
遣
調
整

医
療
整
備
課
で
は
、
避
難
所
等
で
の
住
民
の
健
康
・
衛

生
管
理
の
必
要
性
か
ら
、
３
月
13
日
付
け
で
厚
生
労
働
省

に
保
健
師
の
派
遣
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
全
国
知
事
会

に
対
し
保
健
師
派
遣
協
力
を
依
頼
し
た
。
厚
生
労
働
省
で

は
一
元
的
に
派
遣
調
整
を
行
い
、
被
災
県
に
対
し
て
派
遣

の
斡
旋
を
行
っ
た
。
医
療
整
備
課
で
は
、
各
市
町
村
の

要
請
や
被
害
状
況
等
を
踏
ま
え
て
派
遣
保
健
師
を
配
置

し
た
。
当
初
、
派
遣
保
健
師
は
県
庁
に
集
合
し
て
も
ら

い
、
派
遣
先
ま
で
の
通
行
可
能
な
道
路
情
報
等
の
情
報
を

提
供
し
、
現
場
の
指
示
を
仰
い
で
活
動
す
る
よ
う
依
頼
し

た
。
３
月
14
日
、
大
阪
市
の
保
健
師
チ
ー
ム
が
岩
沼
市
で

活
動
を
開
始
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
10
月
31
日
ま
で
33
都

道
府
県
延
べ
２
万
２
２
７
３
人
の
派
遣
を
受
け
13
市
町

２
保
健
所
１
支
所
で
活
動
し
た
。

看
護
師
は
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
を
は
じ
め
、

社
団
法
人
宮
城
県
看
護
協
会
、
検
診
団
体
等
か
ら
災
害
支

援
ナ
ー
ス
の
派
遣
を
受
け
た
。
６
月
14
日
ま
で
３
１
７
５

人
の
派
遣
を
受
け
、
避
難
所
等
に
お
け
る
避
難
者
の
健
康

管
理
、
衛
生
管
理
等
の
支
援
を
行
っ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「『
全
国
知
事
会
に
要
望
す
る
の
で
、
ど
の
く
ら
い

の
保
健
師
が
必
要
か
、
12
日
の
昼
ま
で
出
す
よ
う

に
』
と
い
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
害
の
全
貌

が
分
か
ら
な
い
の
で
、
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
ど
の

く
ら
い
の
期
間
必
要
な
の
か
を
算
出
す
る
方
法
も
な

く
、
非
常
に
苦
労
し
な
が
ら
数
字
を
出
し
ま
し
た
」

「
厚
生
労
働
省
か
ら
派
遣
チ
ー
ム
が
宮
城
に
向
か
っ

て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
最
初
に
ど
こ
に
行
っ

て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
か
と
い
う
状
況
で
、
13
日
は

ま
だ
津
波
注
意
報
も
出
て
い
た
の
で
、
安
全
も
考
え

て
一
度
県
庁
に
寄
り
、
分
か
る
範
囲
の
情
報
を
提
供

し
、
現
地
に
向
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

支
援
側
、受
入
側
の
苦
労

平
成
23
年
３
月
14
日
～
10
月
31
日

保
健
師
の
派
遣
調
整

被
災
地
の
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
派
遣
保

健
師
は
県
庁
を
経
由
せ
ず
直
接
派
遣
先
に
入
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
る
市
町
村
に
よ
っ
て
は
派

遣
保
健
師
の
活
用
方
針
を
決
め
て
い
な
か
っ
た
り
、
派
遣

保
健
師
か
ら
の
情
報
把
握
方
法
や
引
継
ぎ
方
法
に
課
題

が
あ
り
、
支
援
側
、
受
入
側
双
方
が
苦
労
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

 

医
療
整
備
課
職
員

「
受
け
入
れ
る
市
町
村
も
、
ど
の
よ
う
に
派
遣
保
健

師
を
活
用
す
る
の
か
方
針
が
決
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
大
分
苦
労
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

「
各
避
難
所
に
保
健
師
を
配
置
を
し
た
も
の
の
、
情

報
を
集
約
す
る
仕
組
み
を
な
か
な
か
作
れ
ず
、
派
遣

元
の
都
道
府
県
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
電

話
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

「
保
健
師
の
ほ
か
に
薬
剤
師
や
獣
医
師
な
ど
様
々
な

職
種
を
組
ん
で
送
っ
て
く
だ
さ
る
団
体
も
あ
っ
て
、

そ
れ
が
地
元
の
ニ
ー
ズ
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
自
分
の
所
で
災
害
が
起
き
た
と
き
の
た

め
に
参
考
と
す
る
目
的
も
兼
ね
て
送
っ
て
く
だ
さ
る

団
体
も
あ
っ
た
よ
う
で
。
派
遣
調
整
が
う
ま
く
い
っ

た
チ
ー
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

医
療
救
護
対
策
（
被
災
地
に
お
け
る
保
健
活
動
の
展
開
）

避難所における保健活動

巡回診療を行う日赤愛知県支部救護班（出典：日本赤十字社）

救護所で子どもの声に耳を傾ける赤十字こころのケア班（出典：日本赤十字社）

歯科医師会による仮設住宅での口腔指導（出典：日本赤十字社）

１ 

初
動
対
応
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「
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

の
改
訂

想
像
を
絶
す
る
大
津
波
に
よ
り
発
生
し
た
医
療
ニ
ー

ズ
は
、
大
地
震
に
よ
る
多
数
の
重
症
外
傷
者
の
発
生
へ

の
対
応
で
は
な
く
、
急
性
期
に
お
い
て
は
機
能
を
失
っ
た

病
院
か
ら
の
入
院
患
者
・
人
工
透
析
患
者
の
移
送
で
あ

り
、
ま
た
亜
急
性
期
以
降
に
お
い
て
は
津
波
に
よ
り
医
療

機
関
が
失
わ
れ
た
地
域
へ
の
長
期
に
わ
た
る
医
療
救
護

班
の
投
入
で
あ
っ
た
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
備
え

の
重
要
性
を
、
震
災
発
生
か
ら
約
半
年
に
わ
た
る
医
療

救
護
活
動
を
通
し
て
痛
感
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
震
災
後
に
改
訂
し
た
本
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
お
い
て
は
、
対
象
を「
初
期
救
急
段
階
に
お
け
る
医

療
救
護
活
動
」か
ら「
初
期
救
急
段
階
か
ら
避
難
所
が
設

置
さ
れ
て
い
る
間
の
医
療
救
護
活
動
」に
改
め
、
長
期
間

に
お
け
る
医
療
救
護
班
の
派
遣
調
整
や
、
保
健
衛
生
活

動
と
の
連
携
に
も
対
応
す
る
内
容
と
し
た
。

「
地
域
医
療
計
画
」の
改
定
と
進
捗
管
理 

医
療
法（
昭
和
23
年
法
律
第
２
０
５
号
）第
30
条
の
４

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
第
７

次
宮
城
県
地
域
医
療
計
画
の
計
画
期
間
を
開
始
し
た
。

第
７
次
宮
城
県
地
域
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
中
長

期
の
避
難
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
医
療

救
護
班
及
び
歯
科
医
療
救
護
班
に
よ
る
迅
速
な
医
療
救

護
活
動
の
実
施
の
た
め
、
地
域
災
害
医
療
支
部
単
位
で

「
地
域
災
害
医
療
連
絡
会
議
」を
開
催
し
、
平
時
か
ら
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
医
療
救

護
班
等
と
県
保
健
福
祉
事
務
所（
災
害
時
に
お
い
て
は
地

域
災
害
医
療
支
部
）及
び
市
町
村
保
健
担
当
課
と
の
連
携

東
日
本
大
震
災
で
は
、
全
国
か
ら
長
期
に
わ
た
る
支
援

を
受
け
、
情
報
収
集
・
発
信
、
受
援
体
制
、
中
長
期
活

動
に
つ
い
て
の
課
題
等
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
活
動
の

検
証
を
踏
ま
え
、「
宮
城
県
公
衆
衛
生
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」に
示
さ
れ
た
心
の
ケ
ア
対
策
の
基
本
的
な
事
項
を
示

す「
宮
城
県
災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
平
成
26
年
2
月
に
策
定
し
た
。

昨
今
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の

重
要
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と

と
も
に
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
含
ま
れ
て
い
な
い
、
災
害
派

遣
精
神
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）の
派
遣
に
係
る「
宮
城

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
策
定
を
進
め
る
。

を
図
り
、
円
滑
な
保
健
衛
生
活
動
を
行
え
る
体
制
の
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
記
体
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域

災
害
医
療
支
部
に
お
い
て
毎
年
８
回
以
上
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
毎
年
進
捗
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

「
災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
策
定
及
び
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

宮
城
北
部
連
続
地
震
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
経

験
か
ら
、
人
材
育
成
や
平
時
の
備
え
の
強
化
と
と
も
に
、

災
害
時
の
心
の
ケ
ア
に
対
応
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
3

月
）

・�

東
日
本
大
震
災
～
保
健
福
祉
部
災
害
対
応
・
支
援
活
動
の

記
録
～（
宮
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
務
課
・
平
成

24
年
12
月
）

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・

平
成
27
年
3
月
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

・�

宮
城
県
地
域
防
災
計
画

・
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニュ
ア
ル（
改
訂
版
）

・
宮
城
県
災
害
時
公
衆
衛
生
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

・
宮
城
県
災
害
時
公
衆
衛
生
活
動
マ
ニュ
ア
ル

・
災
害
時
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
４
年
版

健康推進課　薬務課　障害福祉課 疾病・感染症対策室 医療整備課　

横
断
的
な
体
制
整
備
の
必
要
性

 

障
害
福
祉
課
職
員

「
精
神
科
の
先
生
方
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
話
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
被
災
後

の
県
の
精
神
保
健
対
策
を
考
え
る
た
め
の
会
議
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
中
長
期
的

な
対
策
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
で
き
、
結
果
と
し

て
『
み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
』
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
日
頃
か
ら

有
事
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
」

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
有
効
性

 

医
療
整
備
課
職
員

「
県
が
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
て

い
た
こ
と
で
指
揮
系
統
が
明
確
と
な
り
、
情
報
の
や

り
と
り
を
一
元
化
で
き
た
の
は
非
常
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」

本
部
と
現
場
の
情
報
集
約
・
共
有
の 

難
し
さ
と
大
切
さ

 

医
療
整
備
課
職
員

「
今
後
、
同
じ
規
模
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、

通
信
手
段
は
改
善
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

も
っ
と
し
っ
か
り
と
情
報
を
集
約
し
て
共
有
す
る
仕

組
み
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
情
報
を
入

手
で
き
る
立
場
に
い
た
の
に
、
そ
の
情
報
を
う
ま
く

使
え
な
か
っ
た
な
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
」

「『
保
健
所
は
や
は
り
災
害
活
動
の
核
だ
』と
再
認

識
し
ま
し
た
。
保
健
所
は
、
保
健
師
の
派
遣
調
整
で

も
中
心
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
難
病
患
者
も
心
の
相

談
も
全
部
保
健
所
が
一
手
に
担
っ
て
い
ま
す
。
保
健

福
祉
部
と
し
て
、
関
係
者
の
方
々
に
保
健
所
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
早
め
に
設
定
で
き
れ
ば
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
保
健
師
は
避
難
所
や
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
、
そ
の

人
の
健
康
状
態
か
ら
環
境
の
こ
と
か
ら
い
ろ
ん
な
情

報
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
集
約
で
き
れ
ば
、
も

っ
と
早
く
対
策
に
結
び
付
け
ら
れ
た
と
思
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
」

 

疾
病
・
感
染
症
対
策
室
職
員

「
保
健
師
に
と
っ
て
の
現
場
は
、
や
は
り
県
民
の
暮

ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
時
、
県
庁
の
保
健
福

祉
部
の
中
に
10
人
以
上
の
保
健
師
が
い
ま
し
た
け
れ

ど
、『
県
の
保
健
所
に
も
っ
と
保
健
師
が
い
れ
ば
い

い
の
に
』
と
そ
の
と
き
に
す
ご
く
思
い
ま
し
た
」

自衛隊員と協議する災害コーディネーターの医師（出典：日本赤十字社）

医
薬
品
等
供
給
対
策

県
医
薬
品
卸
組
合
員
２
人
常
駐

平
成
23
年
３
月
13
日
～
4
月
1
日

医
薬
品
等
供
給
体
制
の
構
築
関
係

被
災
直
後
か
ら
市
町
や
各
医
療
機
関
等
か
ら
医
薬
品

を
含
ん
だ
供
給
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
３
月
13
日
か

ら
災
害
対
策
本
部
に
薬
務
課
職
員
１
人
を
常
駐
さ
せ
て

医
薬
品
関
連
の
発
注
を
一
元
的
に
行
っ
た
。
震
災
後
１

週
間
で
約
70
の
医
療
機
関
か
ら
医
薬
品
等
の
供
給
要
請

が
あ
っ
た
が
、
卸
販
売
業
者
が
陸
送
で
き
な
い
た
め
、
自

衛
隊
・
消
防
等
と
連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
配
送
し
た
。

そ
の
後
、
医
薬
品
発
注
業
務
は
薬
務
課
か
ら
県
医
薬

品
卸
組
合
に
依
頼
し
、
職
員
２
人
を
３
月
13
日
か
ら
４

月
１
日
ま
で
薬
務
課
に
常
駐
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
速
や

か
な
医
薬
品
供
給
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
４
月
22
日

か
ら
は
救
護
所
等
か
ら
の
医
薬
品
供
給
依
頼
対
応
を
明

確
化
、
迅
速
化
す
る
た
め
に
、
対
応
主
体
を
薬
務
課
か

ら
宮
城
県
医
薬
品
卸
組
合
及
び
宮
城
県
医
療
機
器
販
売

業
協
会
に
切
り
替
え
た
。

 

薬
務
課
職
員

「
県
の
薬
剤
師
の
ほ
と
ん
ど
が
病
院
で
の
勤
務
経
験

が
な
く
、
商
品
名
で
言
わ
れ
て
も
分
か
ら
な
い
状
況

で
し
た
。
医
薬
品
卸
組
合
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
２
人
に

薬
務
課
に
出
向
い
て
も
ら
っ
て
、
組
合
員
の
２
人
か

ら
県
内
の
卸
業
者
に
連
絡
を
と
っ
て
、
医
薬
品
を
届

け
て
い
た
だ
く
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
」

陸
上
自
衛
隊
、

宮
城
県
対
が
ん
協
会
の
協
力

平
成
23
年
３
月
16
日
～
5
月
10
日

医
薬
品
の
確
保
・
保
管・配
送

３
月
16
日
か
ら
、
震
災
の
被
害
が
少
な
く
比
較
的
大
き

な
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
東
北
自
治
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
を

医
薬
品
の
１
次
集
積
所
と
し
、
そ
こ
か
ら
救
護
所
等
へ

の
供
給
を
開
始
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
や
人
手
不
足
等
に
よ
り
医
薬
品
の
配
送
が

困
難
で
あ
っ
た
が
、
陸
上
自
衛
隊
、
宮
城
県
対
が
ん
協

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
に
よ
り
、
無
償
提
供
さ
れ

た
医
薬
品
等
の
配
送
手
段
を
確
保
で
き
た
。

 

薬
務
課
職
員

「
原
発
事
故
の
関
係
で
運
送
会
社
が
こ
ち
ら
に
き
た

が
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
て
、関
東
圏
か
ら
物
資
が
入

っ
て
こ
な
い
。
一
刻
を
争
う
状
況
だ
っ
た
の
で
、
疾

病
・
感
染
症
対
策
室
と
相
談
し
て
大
量
に
マ
ス
ク
と

消
毒
剤
を
購
入
し
ま
し
た
。
県
と
し
て
一
度
に
あ
れ

だ
け
の
量
を
購
入
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
」

「
自
衛
隊
に
物
資
の
搬
送
依
頼
が
集
中
し
て
い
る
中
、

対
が
ん
協
会
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
を
お
手
伝
い

し
た
い
と
申
出
が
あ
り
、
各
救
護
所
へ
必
要
な
医
薬

品
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

平成30年度石巻赤十字病院�大規模地震災害実動訓練

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

1次集積所における医薬品の受入状況

１ 

初
動
対
応


